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研究分野：工学（土木工学）

●地域内での人間工学的な行動パターンの解析により、犯罪箇所を予測します。
●すでに建設された住宅地では、効果的な防犯監視が計画できます。
●防犯に対する住民意識を高め、防犯コミュニティの形成を促すことができます。

【産業界での展開・用途】

●犯罪発生後の対処ではなく、防犯を目的としています。
●景観やまち並みから、防犯に取り組んだ研究は例がありません。
●広島県下に防犯士の有資格者が13名しかいません。(うち1名が本研究協力者）

【新規性・独自性・従来研究（技術）と比べての優位性】

図1  住民の目を感じにくい住宅地
     1970年代に建設（広島市西区）

図2  住民の視線を意識できる住宅地
      2000年代に建設（広島市安佐南区）
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子どもや女性をターゲットにした犯罪は後を絶ちません。犯罪には地域環境による特性があり、起こりうる
犯罪はある程度予想されます。また、犯罪とはある時間において、「動機づけられた犯行者」「適当な標的」
「有能な監視者の欠如」の３要素が重なるときに発生すると言われています。つまり、監視を意識する「まち
並み」の創出や、犯罪への動機を抑制する景観を演出することによって、防犯効果が期待できると考えてい
ます。

【研究シーズの概要】

地域別犯罪の傾向と防犯まちづくり
【研究シーズテーマ】




